
Ⅱ　調査結果の詳細

１　回答者の属性

問１ 性別

問２ 年齢

問３ 婚姻の状況

152

174

147

122

92

60

20.4%

23.3%

19.7%

16.3%

12.3%

8.0%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

年齢

568

64

4

110

1

76.0%

8.7%

0.5%

14.7%

0.1%

0 100 200 300 400 500 600

既婚

離別・死別

同居のパートナーがいる

結婚経験なし

無回答

婚姻状況

0.1%

50.4%

49.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

女

男

性別
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問１ H18年度アンケート結果

問２ H18年度アンケート結果

問３ H18年度アンケート結果

0.0%

59.5%

40.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

無回答

女

男

性別

21.5%

22.6%

21.8%

14.8%

11.9%

7.4%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

年齢

76.5%

13.5%

0.0%

9.7%

0.3%

既婚

離別・死別

同居のパートナーがいる

結婚経験なし

無回答

婚姻状況
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問４ 家族構成

問５ 子どもの有無

中学
高校

計

57

192

390

85

14

9

7.6%

25.7%

52.2%

11.4%

1.9%

1.2%

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

単身

夫婦

親子

親子孫

その他

無回答

家族構成

589

155

3

78.9%

20.7%

0.4%

0 100 200 300 400 500 600 700

いる

いない

無回答

子どもの有無

71

28

26

26

70

156

211

4

12.0%

4.7%

4.4%

4.4%

11.8%

26.4%

35.6%

0.7%

0 50 100 150 200 250

乳幼児

小学低

小学高

中学

高校

社会人(独身)

社会人(既婚)

無回答

一番下のお子さんについて
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問４ H18年度アンケート結果

問５ H18年度アンケート結果

中学
高校

計

6.0%

23.8%

50.9%

16.2%

2.7%

0.4%

単身

夫婦

親子

親子孫

その他

無回答

家族構成

83.1%

16.9%

0.0%

いる

いない

無回答

子どもの有無

11.7%

4.5%

4.5%

4.1%

9.8%

28.1%

36.4%

0.9%

乳幼児

小学低

小学高

中学

高校

社会人(独身)

社会人(既婚)

無回答

一番下のお子さんについて
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問６ 職業

経営者

問７ 配偶者の職業

7

16

150

88

13

6

23

118

182

53

9

32

50

0.90%

2.1%

20.1%

11.8%

1.7%

0.8%

3.1%

15.8%

24.4%

7.1%

1.2%

4.3%

6.7%

0 50 100 150 200

無回答

その他

無職

専業主婦・主夫

学生

家で仕事

派遣・契約社員

パート・アルバイト

管理職以外の社員・職員

会社・団体・官公庁の管…

自由業

家族従業者

経営者

現在の職業

85

25

115

81

0

2

13

79

117

36

13

26

39

13.5%

4.0%

18.2%

12.8%

0.0%

0.3%

2.1%

12.5%

18.5%

5.7%

2.1%

4.1%

6.2%

0 20 40 60 80 100 120 140

無回答

その他

無職

専業主婦・主夫

学生

家で仕事

派遣・契約社員

パート・アルバイト

管理職以外の社員・職員

会社・団体・官公庁の管理職

自由業

家族従業者

経営者

配偶者の職業
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問６ H18年度アンケート結果

経営者

問７ H18年度アンケート結果

8.20%

1.9%

20.2%

15.0%

1.0%

1.9%

2.9%

13.2%

16.5%

6.7%

3.7%

3.9%

5.0%

無回答

その他

無職

専業主婦・主夫

学生

家で仕事

派遣・契約社員

パート・アルバイト

管理職以外の社員・職員

会社・団体・官公庁の管理職

自由業

家族従業者

経営者

現在の職業

8.8%

2.8%

19.6%

10.8%

0.2%

1.1%

1.5%

11.2%

19.8%

9.7%

2.6%

5.4%

6.5%

無回答

その他

無職

専業主婦・主夫

学生

家で仕事

派遣・契約社員

パート・アルバイト

管理職以外の社員・職員

会社・団体・官公庁の管理職

自由業

家族従業者

経営者

配偶者の職業
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２　家庭生活について

問８ 「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という考え方をあなたはどう思いますか。
（１つに○）

　「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という性別役割分担意識は、全体では、「賛成」と「どちら
かといえば賛成」をあわせた割合（以後「賛成派」という）（41.9％）を、「反対」と「どちらかといえば反対」
をあわせた割合（以後「反対派」という）（53.1％）が上回った。男性の賛成派（45.5％）に対し反対派
（48.8％）、女性も賛成派（38.4％）に対し反対派（57.3％）と、男女とも反対派が賛成派を上回ったが、女
性よりも男性の性別役割分担意識が強いと考えられる。

4.5%

9.7%

7.1%

33.9%

35.8%

34.8%

36.3%

31.8%

34.0%

21.0%

17.0%

19.1%

4.3%

5.7%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女

男

全体

男は外で働き、女は家庭を守るべきである

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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問８ H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　全体で賛成派（52.0％）が反対派（42.6％）を上回っていたのに対し、今回は賛成派（41.9％）を反対派
（53.1％）が上回っている。男女別にみても、賛成派を反対派が上回っており、性別役割分担意識は減
少傾向にあると考えられる。

8.2%

14.8%

10.9%

37.6%

46.3%

41.1%

32.0%

21.2%

27.7%

16.6%

12.4%

14.9%

5.5%

5.3%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女

男

全体

男は外で働き、女は家庭を守るべきである

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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① 性別・年代別にみる「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という考え方

　男女とも年代が低くなるにつれ賛成派が減少する。性別で役割を分担する意識は年齢とともに強くな
る傾向がみられる。

16.3%

11.9%

11.1%

1.7%

2.2%

9.7%

40.0%

41.7%

31.9%

33.9%

31.1%

29.0%

23.8%

31.0%

38.9%

30.5%

37.8%

32.3%

13.7%

7.1%

16.7%

25.4%

26.7%

22.6%

6.2%

8.3%

1.4%

8.5%

2.2%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

賛成 どちら賛成 どちら反対 反対 無回答

5.6%

6.7%

2.7%

0.0%

6.4%

6.9%

42.3%

36.7%

22.7%

38.1%

38.3%

17.2%

35.2%

34.4%

42.7%

33.3%

36.2%

34.5%

9.9%

20.0%

26.6%

27.0%

17.0%

31.0%

7.0%

2.2%

5.3%

1.6%

2.1%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

賛成 どちら賛成 どちら反対 反対 無回答
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① H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫
　
　平成１８年の調査では、男性は全ての年代で賛成派が５０％以上だったが、今回の調査では、２０～５
０代で５０％を下回り、６０～７０代も賛成派が１０％以上減っている。

19.4%

19.4%

11.0%

10.8%

12.5%

6.7%

47.8%

44.8%

49.3%

45.9%

37.5%

46.7%

9.0%

16.4%

23.3%

29.7%

41.7%

33.3%

13.4%

13.4%

11.0%

13.5%

8.3%

13.3%

10.4%

6.0%

5.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

賛成 どちら賛成 どちら反対 反対 無回答

19.3%

8.8%

2.5%

3.0%

6.8%

5.4%

33.7%

44.0%

36.7%

36.4%

33.9%

40.5%

19.3%

27.5%

39.2%

43.9%

35.6%

29.7%

14.5%

16.5%

17.7%

12.1%

20.3%

21.6%

13.3%

3.2%

2.8%

4.5%

3.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

賛成 どちら賛成 どちら反対 反対 無回答
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問９

☆全体（現在）

B.洗濯

A.掃除

☆全体（希望）

次のような日常的な事柄は、現在主に誰がしていますか。また、希望としては誰がした方がい
と思いますか。

　「掃除」（61.5％）、「洗濯」（68.5％）、「食事の支度」（71.0％）、「食事のあとかたづけ」（60.2％）、「日常
の買い物」（59.8％）など、ほとんどの項目で、妻が家事の役割の多くを担っている。
「主として夫」は、「役所・銀行等の手続き」（17.0％）、「近所づきあい」（12.9％）、「食事のあとかたづけ」
（6.4％）がやや高いものの、他の項目は5％以下にとどまり、夫の役割は少ない。

17.0%

2.1%

0.7%

0.3%

0.3%

0.3%

0.1%

0.0%

12.9%

4.4%

6.4%

3.1%

3.8%

4.8%

19.4%

16.0%

9.8%

8.6%

6.7%

6.2%

6.2%

5.8%

31.9%

16.4%

13.4%

7.1%

9.0%

15.4%

41.0%

18.8%

17.6%

17.6%

21.3%

23.1%

23.5%

27.6%

32.6%

59.8%

60.2%

71.0%

68.0%

61.5%

4.2%

2.9%

0.8%

0.7%

0.5%

0.5%

0.8%

0.5%

6.0%

5.0%

6.4%

6.6%

6.7%

5.8%

5.4%

34.0%

22.7%

21.3%

19.6%

19.6%

19.7%

18.6%

7.8%

6.0%

5.5%

4.6%

5.0%

5.1%

13.0%

26.1%

48.5%

51.6%

51.6%

50.4%

49.7%

47.5%

8.8%

8.4%

8.0%

7.6%

7.6%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

I.役所・銀行等の手続き

H.親の世話・介護

G.育児（１６歳以上）

G.育児（中学校）

G.育児（小学校高学年）

G.育児（小学校低学年）

G.育児（就園児）

G.育児（就園前）

F.近所づきあい

E.日常の買い物

E.食事のあとかたづけ

C.食事の支度

B.洗濯

A.掃除

日常的な事柄を誰がしているか（現在）

主として夫 両方同じくらい 主として妻 その他の人 該当しない 無回答
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問９ H18年度アンケート結果

☆全体（現在）

B.洗濯

A.掃除

☆全体（希望）

≪平成１８年度との比較≫

　「掃除」（70.5％）、「洗濯」（77.5％）、「食事の支度」（76.9％）、「食事のあとかたづけ」（70.9％）、「日常
の買い物」（62.3％）などと比べると、ほとんどの項目で、妻の負担役割は減少傾向にはあると考えられ
るが、依然として、妻が家事の役割の多くを担っている。

18.5%

1.9%

0.3%

0.4%

0.1%

0.0%

0.0%

0.0%

11.2%

3.6%

3.3%

2.3%

3.6%

3.6%

18.6%

10.2%

8.3%

6.4%

6.4%

5.3%

5.0%

4.6%

34.1%

16.6%

8.9%

5.2%

4.2%

10.6%

46.0%

20.8%

16.6%

15.8%

17.3%

19.6%

20.9%

23.6%

35.2%

62.3%

70.9%

76.9%

77.5%

70.5%

6.0%

3.4%

0.6%

0.7%

0.9%

0.6%

0.6%

0.7%

8.0%

8.3%

9.0%

7.9%

7.2%

7.9%

3.3%

36.4%

22.1%

20.3%

19.3%

19.6%

19.1%

18.8%

4.7%

3.3%

2.7%

2.7%

2.5%

2.5%

7.6%

27.4%

52.1%

56.3%

55.9%

54.9%

54.4%

52.3%

6.7%

5.9%

5.2%

5.0%

5.0%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

I.役所・銀行等の手続き

H.親の世話・介護

G.育児（１６歳以上）

G.育児（中学校）

G.育児（小学校高学年）

G.育児（小学校低学年）

G.育児（就園児）

G.育児（就園前）

F.近所づきあい

E.日常の買い物

E.食事のあとかたづけ

C.食事の支度

B.洗濯

A.掃除

日常的な事柄を誰がしているか（現在）

主として夫 両方同じくらい 主として妻 その他の人 該当しない 無回答
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B.洗濯

A.掃除

　「掃除」（50.7％）、「食事のあとかたづけ」（49.7％）、「日常の買い物」（45.2％）、「近所づきあい」
（58.4％）、「役所・銀行等の手続き」（44.6％）は、「両方同じくらい」が約半数を占める。一方で「洗濯」
「食事の支度」においては、「両方同じくらい」より「主として妻」の割合が高くなっている。

12.9%

1.2%

0.9%

0.7%

0.3%

0.1%

0.1%

0.1%

6.4%

0.5%

4.0%

0.8%

0.9%

1.5%

44.6%

42.5%

31.5%

30.3%

30.2%

27.7%

26.0%

24.1%

58.4%

45.2%

49.7%

35.4%

35.1%

50.7%

16.9%

6.3%

7.6%

7.4%

9.0%

12.3%

14.3%

18.2%

13.1%

33.0%

24.0%

42.8%

43.0%

27.2%

1.9%

3.5%

0.4%

0.4%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

2.9%

2.9%

3.6%

2.5%

2.7%

2.7%

3.5%

17.8%

13.9%

12.7%

11.9%

11.9%

12.3%

11.4%

4.8%

3.8%

3.9%

3.4%

3.4%

3.5%

20.2%

28.7%

45.6%

48.5%

48.4%

47.6%

46.9%

45.8%

14.2%

14.6%

14.7%

15.1%

14.9%

14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

I.役所・銀行等の手続き

H.親の世話・介護

G.育児（１６歳以上）

G.育児（中学校）

G.育児（小学校高学年）

G.育児（小学校低学年）

G.育児（就園児）

G.育児（就園前）

F.近所づきあい

E.日常の買い物

D.食事のあとかたづけ

C.食事の支度

B.洗濯

A.掃除

日常的な事柄を誰がした方がいいか（希望）

主として夫 両方同じくらい 主として妻 その他の人 該当しない 無回答
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B.洗濯

A.掃除

≪平成１８年度との比較≫

　全体的に、「主として妻」が減少し、「両方同じくらい」が増加する傾向にあるが、大きな変化はみられ
ない。

11.0%

0.3%

2.0%

0.9%

0.1%

0.1%

0.1%

0.1%

5.7%

1.8%

1.9%

0.1%

0.7%

1.4%

52.0%

61.5%

45.0%

44.0%

41.5%

37.3%

33.1%

26.4%

62.9%

43.1%

44.6%

29.2%

29.8%

45.4%

20.9%

9.7%

7.2%

6.7%

10.3%

14.3%

19.2%

27.1%

17.2%

42.7%

39.1%

58.0%

56.9%

40.7%

2.0%

4.7%

2.9%

2.6%

2.6%

2.3%

2.3%

2.0%

1.6%

1.9%

2.6%

1.9%

1.9%

2.0%

14.0%

23.8%

42.9%

45.8%

45.4%

46.0%

45.3%

44.4%

12.6%

10.5%

11.8%

10.7%

10.7%

10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

I.役所・銀行等の手続き

H.親の世話・介護

G.育児（１６歳以上）

G.育児（中学校）

G.育児（小学校高学年）

G.育児（小学校低学年）

G.育児（就園児）

G.育児（就園前）

F.近所づきあい

E.日常の買い物

E.食事のあとかたづけ

C.食事の支度

B.洗濯

A.掃除

日常的な事柄を誰がした方がいいか（希望）

主として夫 両方同じくらい 主として妻 その他の人 該当しない 無回答
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　性別で役割分担を見ると、男女間の役割分担に大きな差があることが分かる。「現在」では全体的に
「主として妻」の割合が高く、「希望」では男女ともに「両方同じくらい」の割合が大きく増え、男性も意識と
しては同じくらい分担すべきと考えていることが分かる。

12.5%

1.6%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.0%

2.7%

2.9%

1.6%

2.7%

2.4%

17.3%

13.6%

8.2%

7.7%

6.1%

5.9%

6.1%

5.3%

26.6%

13.0%

12.0%

6.4%

6.9%

13.0%

50.3%

22.6%

21.0%

21.0%

25.5%

27.1%

26.1%

31.9%

43.4%

67.5%

67.6%

76.1%

73.7%

68.6%

4.5%

2.9%

0.8%

0.8%

0.8%

0.8%

1.3%

0.8%

7.2%

4.3%

5.8%

5.3%

6.1%

5.6%

3.4%

32.2%

20.0%

18.9%

16.8%

17.3%

17.3%

15.7%

5.8%

4.3%

3.7%

3.2%

3.1%

3.5%

12.0%

27.1%

49.5%

51.6%

50.8%

48.9%

49.2%

46.3%

9.0%

8.2%

8.0%

7.4%

7.5%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

I.役所・銀行等の手続き

H.親の世話・介護

G.育児（１６歳以上）

G.育児（中学校）

G.育児（小学校高学年）

G.育児（小学校低学年）

G.育児（就園児）

G.育児（就園前）

F.近所づきあい

E.日常の買い物

D.食事のあとかたづけ

C.食事の支度

B.洗濯

A.掃除

日常的な事柄を誰がしているか（現在：女性）

主として夫 両方同じくらい 主として妻 その他の人 該当しない 無回答

10.9%

1.1%

0.5%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.9%

0.3%

3.7%

0.8%

0.8%

0.5%

49.0%

46.3%

32.4%

32.4%

33.0%

30.3%

28.4%

27.1%

61.4%

47.6%

55.9%

42.0%

35.6%

57.4%

17.0%

4.3%

7.2%

6.4%

8.5%

11.9%

13.6%

18.9%

12.0%

32.4%

19.9%

38.8%

44.7%

23.7%

2.4%

3.7%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

4.5%

3.7%

4.0%

2.7%

3.2%

3.5%

2.9%

17.8%

12.8%

11.7%

10.6%

11.2%

11.4%

10.4%

4.0%

3.2%

3.5%

2.7%

2.7%

2.4%

17.8%

26.8%

46.8%

48.7%

47.6%

46.3%

46.3%

43.3%

12.2%

12.8%

13.0%

13.0%

13.0%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

I.役所・銀行等の手続き

H.親の世話・介護

G.育児（１６歳以上）

G.育児（中学校）

G.育児（小学校高学年）

G.育児（小学校低学年）

G.育児（就園児）

G.育児（就園前）

F.近所づきあい

E.日常の買い物

D.食事のあとかたづけ

C.食事の支度

B.洗濯

A.掃除

日常的な事柄を誰がした方がいいか（希望：女性）

主として夫 両方同じくらい 主として妻 その他の人 該当しない 無回答
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21.6%

2.7%

0.8%

0.5%

0.6%

0.5%

0.3%

0.0%

17.8%

6.2%

10.0%

4.6%

4.9%

7.3%

21.6%

18.4%

11.4%

9.5%

7.3%

6.5%

6.2%

6.2%

37.3%

19.7%

14.9%

7.8%

11.1%

17.8%

31.6%

14.9%

14.0%

14.1%

17.0%

18.9%

20.8%

23.2%

21.6%

51.9%

52.7%

66.0%

62.1%

54.3%

3.8%

3.0%

0.8%

0.5%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

4.9%

5.7%

7.0%

7.8%

7.3%

6.0%

7.3%

35.9%

25.4%

23.8%

22.4%

21.9%

22.1%

21.6%

9.7%

7.8%

7.3%

6.0%

6.8%

6.8%

14.1%

25.1%

47.6%

51.6%

52.4%

51.9%

50.3%

48.7%

8.7%

8.7%

8.1%

7.8%

7.8%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

I.役所・銀行等の手続き

H.親の世話・介護

G.育児（１６歳以上）

G.育児（中学校）

G.育児（小学校高学年）

G.育児（小学校低学年）

G.育児（就園児）

G.育児（就園前）

F.近所づきあい

E.日常の買い物

D.食事のあとかたづけ

C.食事の支度

B.洗濯

A.掃除

日常的な事柄を誰がしているか（現在：男性）

主として夫 両方同じくらい 主として妻 その他の人 該当しない 無回答

14.9%

1.4%

1.4%

0.8%

0.5%

0.3%

0.3%

0.3%

7.0%

0.8%

4.3%

0.8%

1.1%

2.4%

40.3%

38.7%

30.5%

28.1%

27.3%

25.1%

23.5%

21.1%

55.4%

42.7%

43.5%

28.7%

34.6%

43.8%

16.8%

8.4%

8.1%

8.4%

9.5%

12.7%

15.1%

17.5%

14.3%

33.5%

28.1%

46.8%

41.4%

30.8%

1.3%

3.2%

0.5%

0.5%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

1.4%

2.2%

3.3%

2.4%

2.2%

1.9%

4.0%

17.8%

15.2%

13.8%

13.2%

12.7%

13.2%

12.4%

5.7%

4.3%

4.3%

4.0%

4.0%

4.6%

22.7%

30.5%

44.3%

48.4%

49.2%

48.9%

47.6%

48.4%

16.2%

16.5%

16.5%

17.3%

16.7%

16.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

I.役所・銀行等の手続き

H.親の世話・介護

G.育児（１６歳以上）

G.育児（中学校）

G.育児（小学校高学年）

G.育児（小学校低学年）

G.育児（就園児）

G.育児（就園前）

F.近所づきあい

E.日常の買い物

D.食事のあとかたづけ

C.食事の支度

B.洗濯

A.掃除

日常的な事柄を誰がした方がいいか（希望：男性）

主として夫 両方同じくらい 主として妻 その他の人 該当しない 無回答
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問１０ 以下について、あなたは平日にどのくらいの時間を費やしていますか。（１つに○）

① 家事や子育て、介護等

　男女の違いをみると、家事などに費やす時間が１時間未満の割合は、男性がすべての年代で過半数
を超えているのに対して、女性は「20代」をのぞくすべての年代で20％未満となっており、男性に比べ女
性が多くの時間を費やしていることがわかる。

48.1%

36.9%

20.8%

23.7%

33.3%

58.1%

11.4%

39.3%

55.5%

44.1%

24.5%

22.6%

11.4%

7.1%

15.3%

11.8%

17.8%

6.5%

2.5%

7.1%

2.8%

6.8%

8.9%

6.4%

6.3%

2.4%

2.8%

3.4%

6.7%

1.2%

1.4%

1.7%

3.8%

1.2%

1.4%

3.4%

4.4%

6.4%

16.5%

4.8%

5.1%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

家事・子育て・介護（男性）

0時間 1時間未満 2時間未満 3時間未満 4時間未満 5時間未満 5時間以上 無回答

9.7%

7.8%

5.3%

3.2%

4.3%

44.8%

5.6%

1.1%

5.4%

7.9%

4.3%

20.7%

8.3%

12.2%

18.7%

11.1%

6.4%

6.9%

20.8%

26.7%

24.0%

12.7%

10.6%

3.5%

9.7%

18.9%

13.3%

17.5%

12.7%

8.3%

16.7%

17.3%

20.6%

10.6%

29.2%

13.3%

12.0%

27.0%

49.0%

20.7%

8.4%

3.3%

4.0%

2.1%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

家事・子育て・介護（女性）

0時間 1時間未満 2時間未満 3時間未満 4時間未満 5時間未満 5時間以上 無回答
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② 仕事（通勤を含む）

　男女の違いをみると、仕事に費やす時間が8時間以上の割合は、男性が20代～50代で60％を超えて
いるのに対して、女性はすべての年代で過半数に満たない割合となっており、男性が女性に比べ、多く
の時間を仕事に費やしていることがわかる。
　女性と男性のワークライフバランスの現状が結果に表れている。

49.4%

27.4%

5.6%

1.7%

8.9%

22.6%

8.9%

3.6%

2.8%

3.2%

7.6%

6.0%

10.1%

7.1%

1.7%

2.2%

3.2%

5.0%

13.1%

6.9%

8.5%

8.9%

3.2%

6.3%

20.2%

45.8%

35.6%

28.9%

22.6%

1.3%

9.5%

23.6%

22.0%

24.4%

22.6%

8.3%

15.3%

23.7%

22.2%

16.1%

11.4%

4.8%

6.8%

4.5%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

②仕事（通勤含む）（男性）

0時間 2時間未満 4時間未満 6時間未満 8時間未満

10時間未満 12時間未満 12時間以上 無回答

62.5%

54.4%

18.7%

11.1%

23.4%

27.6%

4.2%

5.6%

1.3%

2.1%

3.5%

8.3%

6.7%

4.0%

4.8%

2.1%

1.4%

5.6%

18.7%

23.8%

19.2%

6.9%

17.8%

28.0%

17.5%

25.5%

17.2%

1.4%

3.3%

18.7%

23.8%

19.2%

24.1%

2.2%

4.0%

6.3%

6.4%

17.2%

1.4%

1.1%

4.0%

11.1%

6.9%

13.9%

3.3%

2.6%

1.6%

2.1%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

②仕事（通勤含む）（女性）

0時間 2時間未満 4時間未満 6時間未満 8時間未満

10時間未満 12時間未満 12時間以上 無回答
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問１１ 子どもの育て方についてあなたはどう思いますか。
（Ａ～Ｄのそれぞれについて、１～５の１つに○）

Ａ． 男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい。

　男女とも、「思う」と「どちらかといえば思う」をあわせた割合が、ほとんどの年代で過半数を超えてい
る。

57.0%

44.0%

50.0%

37.3%

33.3%

32.3%

17.7%

33.3%

27.8%

33.9%

42.2%

29.0%

1.3%

3.6%

6.9%

8.5%

8.9%

3.2%

7.6%

9.5%

5.6%

6.8%

4.5%

19.3%

5.0%

6.0%

9.7%

8.4%

11.1%

9.7%

11.4%

3.6%

5.1%

0.0%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答

37.5%

33.3%

17.3%

7.9%

17.0%

6.9%

18.1%

35.6%

36.0%

49.2%

44.7%

34.5%

6.9%

7.8%

10.7%

12.7%

8.5%

20.7%

12.5%

10.0%

14.7%

15.9%

17.0%

17.2%

12.5%

13.3%

18.7%

14.3%

10.7%

13.8%

12.5%

2.6%

2.1%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答
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問１１

Ａ． H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度には、男女とも「思う」と「どちらかといえば思う」をあわせた割合が、ほとんどの年代で
70％を超えており、その割合が全体的に減少していることがわかる。
　全体的に性別にとらわれない育て方を望む人が増えていることが分かる。

55.2%

58.2%

50.7%

32.4%

58.3%

60.0%

17.9%

28.4%

37.0%

37.8%

16.7%

13.3%

1.4%

1.4%

5.4%

4.2%

6.7%

3.0%

3.0%

2.7%

8.1%

4.2%

13.3%

9.0%

3.0%

5.5%

16.3%

16.7%

6.7%

14.9%

6.0%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答

50.6%

37.4%

32.9%

24.2%

15.3%

8.1%

33.7%

31.9%

40.5%

39.4%

42.4%

62.2%

6.6%

5.1%

4.5%

5.1%

2.7%

2.4%

7.7%

8.9%

12.1%

16.9%

10.8%

7.2%

7.7%

11.4%

18.2%

16.9%

13.5%

6.0%

8.8%

1.3%

1.5%

3.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答
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B． 性別にとらわれず、男の子も女の子も炊事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につけさせ
る方がよい。

　男女とも、「思う」と「どちらかといえば思う」をあわせた割合が、すべての年代で80％を超えている。

44.3%

42.8%

55.5%

61.0%

68.9%

61.3%

36.7%

40.5%

36.1%

32.2%

26.7%

32.3%

3.8%

7.1%

4.2%

4.4%

2.4%

2.8%

1.3%

3.6%

1.4%

1.7%

13.9%

3.6%

5.1%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答

58.3%

63.3%

73.3%

69.8%

74.5%

86.2%

27.8%

35.6%

21.3%

28.6%

19.2%

6.9%

1.4%

1.3%

1.6%

2.1%

1.4%

1.1%

1.4%

2.1%

11.1%

2.7%

2.1%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答
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H18年度アンケート結果B．

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度と、大きな変化はなく、男女とも、「思う」と「どちらかといえば思う」をあわせた割合が、す
べての年代で80％を超えている。

56.7%

40.3%

46.6%

64.9%

70.8%

73.3%

25.4%

40.3%

32.9%

27.0%

29.2%

26.7%

1.5%

4.5%

1.4%

2.7%

3.0%

6.0%

12.3%

1.5%

3.0%

2.7%

5.4%

11.9%

6.0%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答

54.2%

51.6%

74.7%

66.7%

76.3%

81.1%

31.3%

37.4%

20.3%

30.3%

20.3%

16.2%

2.4%

3.3%

1.2%

1.5%

4.8%

3.3%

2.5%

7.2%

4.4%

1.3%

1.5%

3.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答
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C． 性別にとらわれず、勇気や決断力、思いやりを身につけさせる方がよい。

　男女とも、「思う」と「どちらかといえば思う」をあわせた割合が、ほぼすべての年代で90％を超えてい
る。

64.5%

67.8%

65.3%

74.6%

77.8%

77.4%

19.0%

27.4%

26.4%

20.3%

20.0%

12.9%

1.3%

1.2%

1.4%

2.2%

3.2%

1.3%

4.1%

13.9%

3.6%

2.8%

5.1%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答

76.4%

78.9%

85.3%

81.0%

93.6%

89.7%

11.1%

17.8%

9.4%

19.0%

2.1%

3.4%

1.4%

1.3%

3.3%

1.3%

2.1%

11.1%

2.7%

2.2%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答
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C． H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度と、大きな変化はなく、男女とも、「思う」と「どちらかといえば思う」をあわせた割合が、ほ
ぼすべての年代で90％を超えている。

62.7%

73.1%

76.7%

78.4%

75.0%

86.7%

20.9%

22.4%

15.1%

16.2%

25.0%

13.3%

6.8%

2.7%

16.4%

4.5%

1.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答

73.5%

79.1%

89.9%

80.3%

84.7%

91.9%

19.3%

16.5%

8.9%

18.2%

11.9%

2.7%

1.2%

2.7%

6.0%

4.4%

1.3%

1.5%

3.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答
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D． 性別にとらわれず、経済的自立ができる子に育てる方がよい。

　男女とも、「思う」と「どちらかといえば思う」をあわせた割合が、ほぼすべての年代で90％を超えてい
る。

67.1%

60.7%

69.4%

66.1%

75.6%

80.7%

19.0%

32.1%

19.4%

28.8%

17.8%

9.7%

1.3%

2.4%

4.2%

4.4%

1.2%

1.4%

2.8%

2.2%

3.2%

12.6%

3.6%

2.8%

5.1%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答

66.7%

70.0%

76.0%

76.2%

83.0%

86.2%

19.4%

23.3%

18.7%

22.2%

12.8%

6.9%

1.4%

1.1%

1.3%

1.1%

3.4%

1.3%

1.6%

2.1%

12.5%

1.1%

2.7%

2.1%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答
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D． H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度と、大きな変化はなく、男女とも、「思う」と「どちらかといえば思う」をあわせた割合が、ほ
ぼすべての年代で90％を超えている。

64.2%

71.6%

71.2%

70.3%

45.8%

73.3%

16.4%

17.9%

21.9%

16.2%

41.7%

26.7%

1.4%

2.7%

4.2%

3.0%

4.1%

5.4%

4.2%

1.5%

1.5%

5.4%

4.0%

17.9%

6.0%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答

77.1%

68.1%

79.7%

78.8%

71.2%

73.0%

16.9%

22.0%

16.5%

19.7%

20.3%

21.6%

2.2%

1.7%

1.1%

2.2%

2.5%

3.4%

2.7%

6.0%

4.4%

1.3%

1.5%

3.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

思う どちらかと言えば思う どちらかと言えば思わない 思わない どちらとも言えない 無回答
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問１２ 生活の中で優先度が高い順に１～４の番号を記入してください。
（現在の順位と、希望の順位を記入してください）

Ａ． 仕事

　男性のすべての年代と女性の20代で、「1番」が「仕事」、「2番」が「家庭」。女性の30代以上の多くの年
代で、「1番」が「家庭」、「2番」が「仕事」と答えている。男女ともに、生活の優先度は「仕事」の割合が高
いが、女性においては、結婚を機に「家庭」の割合が高くなると考えられる。

36.7%

53.6%

76.4%

71.2%

73.3%

74.2%

12.7%

19.1%

18.0%

23.7%

17.8%

9.7%

8.9%

9.5%

1.4%

4.5%

5.0%

9.5%

2.8%

2.2%

6.4%

36.7%

8.3%

1.4%

5.1%

2.2%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

1番 2番 3番 4番 無回答

25.0%

34.4%

50.7%

39.7%

25.5%

58.6%

27.8%

38.9%

32.0%

54.0%

57.5%

20.7%

12.5%

3.3%

9.3%

3.1%

10.6%

3.5%

9.7%

7.8%

4.0%

3.2%

2.1%

3.4%

25.0%

15.6%

4.0%

4.3%

13.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

1番 2番 3番 4番 無回答
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Ｂ． 家庭

30.4%

40.5%

18.1%

23.7%

17.8%

9.7%

36.7%

47.6%

70.8%

61.0%

75.6%

67.7%

3.8%

1.2%

6.9%

10.2%

2.2%

6.5%

2.4%

2.8%

2.2%

6.4%

29.1%

8.3%

1.4%

5.1%

2.2%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

1番 2番 3番 4番 無回答

51.4%

56.7%

45.3%

58.7%

72.4%

20.7%

20.8%

33.3%

49.3%

36.5%

25.5%

51.7%

4.2%

3.3%

2.7%

3.2%

6.9%

1.1%

6.9%

23.6%

5.6%

2.7%

1.6%

2.1%

13.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

1番 2番 3番 4番 無回答
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Ｃ． 地域活動

6.3%

2.4%

2.8%

2.2%

3.2%

13.9%

10.7%

9.7%

5.1%

3.2%

36.7%

65.5%

73.6%

69.5%

77.8%

71.0%

3.8%

11.9%

12.5%

18.6%

17.8%

12.9%

39.3%

9.5%

1.4%

6.8%

2.2%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

1番 2番 3番 4番 無回答

1.4%

2.2%

1.6%

15.3%

10.0%

12.0%

1.6%

12.8%

3.5%

45.8%

67.8%

62.7%

69.8%

72.3%

58.6%

9.7%

8.9%

20.0%

25.4%

10.6%

24.1%

27.8%

11.1%

5.3%

1.6%

4.3%

13.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

1番 2番 3番 4番 無回答
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D． その他（趣味、子どもの習い事等）

※「その他」の回答で、内容の記入があった人は「趣味」が9割以上でした。

6.3%

2.4%

2.8%

4.4%

6.5%

1.3%

10.7%

4.2%

5.1%

4.5%

9.7%

3.8%

11.9%

8.3%

11.9%

13.3%

12.9%

31.6%

46.4%

66.7%

52.5%

60.0%

41.9%

57.0%

28.6%

18.0%

30.5%

17.8%

29.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

1番 2番 3番 4番 無回答

2.8%

2.2%

1.3%

6.9%

6.9%

10.0%

4.0%

6.4%

10.4%

6.9%

13.3%

17.3%

20.6%

12.8%

17.2%

41.7%

58.9%

50.7%

47.6%

53.2%

31.0%

41.7%

15.6%

26.7%

25.4%

34.0%

34.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

1番 2番 3番 4番 無回答
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問１３ 次にあげる結婚・子どものことについて、あなたはどのようにお考えですか。

　「結婚・子どもについて」の割合では、男女差は少なくなっているが、「結婚をしたら家族を中心に考え
て生活」の項目においては、「賛成」と「どちらかといえば賛成」をあわせた割合が、男性（44.3％）に対し
て女性（61.2％）となっており、結婚後は家庭中心に生活したいとする女性が多いと考えられる。

0.227027027

0.227027027

0.208108108

0.148648649

0.351351351

0.448648649

0.216216216

0.216216216

0.364864865

0.251351351

0.448648649

0.302702703

0.227027027

0.227027027

0.175675676

0.294594595

0.075675676

0.091891892

0.208108108

0.208108108

0.086486486

0.145945946

0.018918919

0.032432432

0.072972973

0.072972973

0.110810811

0.105405405

0.056756757

0.07027027

0.048648649

0.048648649

0.054054054

0.054054054

0.048648649

0.054054054

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

結婚・子どもについてどう考えているか【男性】

系列1 系列2 系列3 系列4 系列5 系列6

0.218085106

0.178191489

0.234042553

0.188829787

0.276595745

0.369680851

0.292553191

0.481382979

0.377659574

0.220744681

0.478723404

0.308510638

0.279255319

0.074468085

0.175531915

0.239361702

0.093085106

0.127659574

0.074468085

0.026595745

0.055851064

0.114361702

0.031914894

0.029255319

0.095744681

0.199468085

0.114361702

0.194148936

0.087765957

0.114361702

0.039893617

0.039893617

0.042553191

0.042553191

0.031914894

0.050531915

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

結婚・子どもについてどう考えているか【女性】

系列1 系列2 系列3 系列4 系列5 系列6

22.7%

22.7%

20.8%

14.9%

35.1%

44.9%

21.6%

21.6%

36.5%

25.1%

44.9%

30.3%

22.7%

22.7%

17.6%

29.5%

7.6%

9.2%

20.8%

20.8%

8.6%

14.6%

1.9%

3.2%

7.3%

7.3%

11.1%

10.5%

5.7%

7.0%

4.9%

4.9%

5.4%

5.4%

4.9%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

形式にこだわらなくてよい

結婚したら家族を中心に考えて生活

子供を持つことにこだわらない

うまくいかなければ離婚してもかまわない

精神的・経済的に安定するからよい

個人の自由だから、してもしなくてもよい

結婚・子どもについてどう考えているか【男性】

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

21.8%

17.8%

23.4%

18.9%

27.7%

37.0%

29.3%

48.1%

37.8%

22.1%

47.9%

30.9%

27.9%

7.4%

17.6%

23.9%

9.3%

12.8%

7.4%

2.7%

5.6%

11.4%

3.2%

2.9%

9.6%

19.9%

11.4%

19.4%

8.8%

11.4%

4.0%

4.0%

4.3%

4.3%

3.2%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

形式にこだわらなくてよい

結婚したら家族を中心に考えて生活

子供を持つことにこだわらない

うまくいかなければ離婚してもかまわない

精神的・経済的に安定するからよい

個人の自由だから、してもしなくてもよい

結婚・子どもについてどう考えているか【女性】

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答
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３　就労について

問１４ 一般に女性が職業を持つことについて、あなたはどう思いますか。（1つに○）

　「子どもができても、仕事を続ける方が良い」と答えた割合は、全体で（36.0％）、女性では20代
（41.4％）、40代（54.0％）、50代（45.3％）と総じて高くなっているが、30代だけは（29.8％）と極端に低く
なっている。30代は育児期の家庭が多いことから、現実に育児中の女性と考え方に違いがあることが
窺われる。

22.8%

27.4%

29.2%

50.8%

42.2%

38.7%

12.7%

6.0%

6.9%

3.4%

6.7%

9.7%

5.1%

3.6%

4.2%

3.4%

2.2%

6.5%

22.8%

16.7%

19.4%

8.5%

11.1%

12.9%

29.1%

32.1%

27.8%

20.3%

22.2%

22.6%

2.5%

2.4%

1.7%

2.2%

7.1%

11.1%

10.2%

8.9%

3.2%

5.1%

4.8%

1.4%

1.7%

4.4%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

子どもができても、仕事を続ける方が良い
子どもができるまでは職業を持つ方が良い
結婚するまでは職業を持つ方が良い
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び市職業（ﾌﾙﾀｲﾑ）を持つ方が良い
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び市職業（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ）を持つ方が良い
女性は職業を持たない方が良い
その他
無回答

30.6%

33.3%

45.3%

54.0%

29.8%

41.4%

4.2%

2.2%

4.0%

4.8%

12.8%

3.4%

2.8%

2.2%

1.3%

1.6%

3.4%

19.4%

15.6%

12.0%

12.7%

10.6%

17.2%

33.3%

34.4%

25.3%

15.9%

36.2%

20.7%

2.8%

1.3%

1.6%

1.4%

5.6%

6.7%

9.5%

10.6%

6.9%

5.6%

6.7%

4.0%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

子どもができても、仕事を続ける方が良い
子どもができるまでは職業を持つ方が良い
結婚するまでは職業を持つ方が良い
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び市職業（ﾌﾙﾀｲﾑ）を持つ方が良い
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び市職業（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ）を持つ方が良い
女性は職業を持たない方が良い
その他
無回答
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問１４ H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　「子どもができても、仕事を続ける方が良い」と答えた割合は、ほとんどの年代で大幅に増加している
のに対し、実際に育児中の家庭が多い30代女性だけがほぼ変わらないという結果になった。

16.4%

11.9%

17.8%

27.0%

25.0%

20.0%

10.4%

6.0%

13.7%

16.7%

13.3%

9.0%

11.9%

5.5%

5.4%

4.2%

17.9%

19.4%

28.8%

27.0%

25.0%

13.3%

26.9%

38.8%

26.0%

21.6%

25.0%

40.0%

3.0%

3.0%

5.5%

3.0%

1.4%

13.5%

4.0%

6.7%

16.4%

6.0%

1.4%

5.4%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

子どもができても、仕事を続ける方が良い
子どもができるまでは職業を持つ方が良い
結婚するまでは職業を持つ方が良い
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び市職業（ﾌﾙﾀｲﾑ）を持つ方が良い
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び市職業（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ）を持つ方が良い
女性は職業を持たない方が良い
その他
無回答

14.5%

17.6%

22.8%

36.4%

28.8%

13.5%

3.6%

4.4%

1.3%

5.1%

2.7%

10.8%

3.3%

1.3%

1.5%

5.4%

33.7%

18.7%

30.4%

13.6%

16.9%

37.9%

24.1%

46.2%

36.7%

36.4%

39.0%

35.1%

2.4%

3.3%

2.5%

7.6%

8.5%

5.4%

10.8%

6.6%

5.1%

4.5%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

子どもができても、仕事を続ける方が良い
子どもができるまでは職業を持つ方が良い
結婚するまでは職業を持つ方が良い
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び市職業（ﾌﾙﾀｲﾑ）を持つ方が良い
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び市職業（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ）を持つ方が良い
女性は職業を持たない方が良い
その他
無回答
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問１５

７０代以上

６０代
５０代
４０代
３０代
２０代

男性が育児休業をとることについてあなたはどう思いますか。（１つに○）

　男女別に顕著な差はみられず、全体では「男性もとるべきである」と「男性もとったほうがよい」の合計
が8割以上となっている。このことから、男性の育児休業取得には世間一般に肯定的であることがわか
る。

32.9%

33.3%

40.3%

50.8%

46.7%

51.6%

41.8%

48.8%

48.6%

39.0%

40.0%

35.5%

11.4%

10.7%

5.6%

8.5%

8.9%

6.5%

6.3%

1.2%

4.2%

7.6%

6.0%

1.4%

1.7%

4.4%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

男性もとるべきである 男性もとったほうがよい 男性はとらなくてもよい 男性はとるべきではない 無回答

33.3%

32.2%

40.0%

41.3%

42.6%

41.4%

47.2%

52.2%

44.0%

46.0%

51.1%

44.8%

8.3%

7.8%

9.3%

9.5%

6.4%

6.9%

4.2%

2.2%

1.3%

3.2%

6.9%

5.6%

5.3%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

男性もとるべきである 男性もとったほうがよい 男性はとらなくてもよい 男性はとるべきではない 無回答
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問１５

７０代以上

６０代
５０代
４０代
３０代
２０代

H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度も「男性もとるべきである」と「男性もとったほうがよい」の合計は全体で（77.8％）と高く、男
性の育児休業取得に肯定的な考え方は変わらない。

22.4%

26.9%

30.1%

32.4%

41.7%

46.7%

43.3%

46.3%

43.8%

54.1%

54.2%

40.0%

7.5%

11.9%

13.7%

5.4%

13.3%

9.0%

9.0%

11.0%

5.4%

4.2%

17.9%

6.0%

1.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

男性もとるべきである 男性もとったほうがよい 男性はとらなくてもよい 男性はとるべきではない 無回答

20.5%

14.3%

35.4%

22.7%

40.7%

32.4%

47.0%

61.5%

49.4%

56.1%

50.8%

48.6%

18.1%

13.2%

11.4%

13.6%

5.1%

16.2%

3.6%

3.3%

1.3%

1.5%

2.7%

10.8%

7.7%

2.5%

6.1%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

男性もとるべきである 男性もとったほうがよい 男性はとらなくてもよい 男性はとるべきではない 無回答

37



【現在働いている方におたずねします】
問１６

【女性】

（Ａ～Ｃのそれぞれについて、１～６の１つに○）

　全体では、有給休暇について、「とりやすい」（17.9％）、「どちらかといえばとりやすい」（12.8％）をあわ
せて30.7％に対して、「どちらかといえばとりにくい」（6.6％）、「とりにくい」（9.7％）、「利用できる制度が
無い」とあわせると25.2％となる。
育児休業と介護休業の取得には、男女差があり、男性のほうがより取得しずらい状況が窺われる。

あなたの職場は有給休暇・育児休業・介護休業はとりやすいですか。

17.2%

18.6%

17.9%

12.4%

13.2%

12.8%

4.8%

8.4%

6.6%

5.6%

13.8%

9.7%

2.4%

4.1%

3.2%

10.2%

7.6%

8.9%

47.3%

34.3%

40.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

有給休暇

とりやすい どちらかといえばとりやすい どちらかといえばとりにくい

とりにくい どちらともいえない 利用できる制度が無い

無回答

14.2%

7.0%

10.6%

9.4%

8.9%

9.2%

3.2%

5.7%

4.4%

5.4%

18.1%

11.7%

3.8%

8.1%

5.9%

14.2%

15.7%

15.0%

49.7%

36.5%

43.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

育児休業

とりやすい どちらかといえばとりやすい どちらかといえばとりにくい

とりにくい どちらともいえない 利用できる制度が無い

無回答

7.8%

5.7%

6.7%

8.9%

8.6%

8.8%

5.1%

6.8%

5.9%

6.7%

16.8%

11.7%

5.6%

8.1%

6.9%

16.4%

17.0%

16.7%

49.5%

37.0%

43.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

介護休業

とりやすい どちらかといえばとりやすい どちらかといえばとりにくい

とりにくい どちらともいえない 利用できる制度が無い

無回答

38



問１６

【女性】

≪平成１８年度との比較≫

　育児休業と介護休業について、「利用できる制度が無い」が育児休業で（26.5％）から（15.0％）、介護
休業で（29.8％）から（16.7％）と制度の普及が進められている状況が分かる。

H18年度アンケート結果

18.7%

20.6%

19.6%

14.5%

18.7%

16.5%

10.6%

8.4%

9.6%

11.9%

18.7%

15.1%

4.7%

0.5%

2.7%

12.8%

12.6%

12.7%

26.8%

20.6%

23.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

有給休暇

とりやすい どちらかといえばとりやすい どちらかといえばとりにくい

とりにくい どちらともいえない 利用できる制度が無い

無回答

9.4%

7.0%

8.2%

9.4%

9.8%

9.8%

5.1%

7.0%

6.0%

13.2%

17.8%

15.4%

5.1%

5.1%

5.1%

24.7%

28.5%

26.5%

33.2%

24.8%

29.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

育児休業

とりやすい どちらかといえばとりやすい どちらかといえばとりにくい

とりにくい どちらともいえない 利用できる制度が無い

無回答

6.0%

5.6%

5.8%

6.8%

8.4%

7.6%

5.5%

8.9%

7.1%

13.6%

15.9%

14.7%

8.1%

5.6%

6.9%

28.5%

31.3%

29.8%

31.5%

24.3%

28.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

介護休業

とりやすい どちらかといえばとりやすい どちらかといえばとりにくい

とりにくい どちらともいえない 利用できる制度が無い

無回答
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問１７
（あてはまるものすべてに○）

女性
男性
全体

Ｂ

女性
男性
全体

Ｃ

女性
男性
全体

育児・介護の休業制度を利用しない、または使用できない理由はなんですか。

　休業制度を利用しない理由として、割合の高い順に「職場に休める雰囲気がないから」（16.8％）、「自
分の仕事は代わりの人がいないから」（14.7％）と職場環境を原因とする理由に、「経済的に生活がなり
たたなくなるから」（12.5％）が続いている。

11.9%

13.0%

12.5%

13.2%

19.8%

16.8%

4.4%

7.2%

6.0%

10.4%

18.3%

14.7%

4.4%

2.8%

3.5%

3.6%

3.0%

3.3%

0.3%

0.6%

0.5%

5.7%

8.5%

7.3%

11.1%

9.2%

10.1%

9.3%

7.9%

8.5%

25.6%

9.6%

16.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

育児・介護の休業制度を利用しない、またはできない理由

経済的に生活が成り立たなくなるから 職場に休める雰囲気がないから

勤務評価に影響するから 自分の仕事は代わりの人がいないから

一度休むと元の仕事に戻れないから 現在取り組んでいる仕事を続けたいから

妻や夫など家族の理解が得られないから 家族の協力で、利用しなくても対応できるから

職場に制度があるか分からない その他

無回答
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女性
男性
全体

Ｂ

女性
男性
全体

Ｃ

女性
男性
全体
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問１８ 男女がともに仕事と家庭を両立していくために、どのような環境整備が必要だと思いますか。
（あてはまるものに３つまで○）

　男女ともに、回答の多い項目には「周囲の理解と協力」「経済的支援充実」「職場環境の整備」があげ
られ、「保育内容充実」「非正社員労働条件改善」が続く。
仕事と家庭を両立するには、周囲の理解と協力に加え、様々な支援や環境整備が必要である。

10.2%

1.3%

1.4%

14.4%

1.3%

9.9%

4.1%

3.2%

7.9%

4.0%

6.2%

2.9%

9.1%

12.0%

12.2%

6.8%

0.4%

1.8%

13.3%

1.3%

7.2%

4.3%

3.0%

7.2%

6.9%

7.8%

2.8%

10.8%

14.1%

12.2%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

無回答

その他

相談窓口の充実

周囲の理解と協力

教育・訓練等の機会や内容充実

非正社員労働条件改善

賃金・昇進男女格差解消

職場運営見直し

再雇用制度導入

労働時間短縮

柔軟な勤務制度導入

保育施設整備

保育内容充実

経済的支援充実

職場環境の整備

性別にみる「仕事と家庭を両立していくために必要な事項」

男性 女性
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問１８ H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　回答の多い項目には、「周囲の理解と協力」「経済的支援充実」「職場環境の整備」があげられ、大き
な変化はみられない。

1.9%

0.3%

2.2%

19.4%

1.8%

9.2%

4.2%

2.0%

10.2%

4.3%

6.3%

4.3%

9.8%

12.8%

11.5%

2.6%

1.2%

1.9%

15.3%

2.3%

7.3%

4.2%

3.1%

10.4%

5.0%

5.8%

3.4%

11.5%

12.9%

13.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

無回答

その他

相談窓口の充実

周囲の理解と協力

教育・訓練等の機会や内容充実

非正社員労働条件改善

賃金・昇進男女格差解消

職場運営見直し

再雇用制度導入

労働時間短縮

柔軟な勤務制度導入

保育施設整備

保育内容充実

経済的支援充実

職場環境の整備

性別にみる「仕事と家庭を両立していくために必要な事項」

男性 女性
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４　少子・高齢化について

問１９ 出生率が低下しているのは何が原因だと思いますか。（あてはまるものに３つまで○）

女性
男性

女性
男性

　回答として多い順に「結婚しない人が増えた」（男性19.8％、女性20.9％）、「社会的な仕組みが整って
いない」（男性18.6％、女性19.1％）があげられ、「子育てに費用がかかる」（男性16.5％、女性13.9％）、
「結婚年齢の上昇」（男性11.5％、女性12.2％）が続く。

2.0%

1.8%

5.5%

0.9%

5.0%

7.7%

3.3%

12.2%

7.8%

20.9%

13.9%

19.1%

1.8%

1.2%

7.6%

2.2%

4.3%

3.2%

5.4%

11.5%

7.7%

19.8%

16.5%

18.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

無回答

その他

子育てへの不安

住宅事情が悪い

十分手をかけて育てたい

女性の負担が大きい

子育てが面倒

結婚年齢の上昇

仕事や余暇等を充実

結婚しない人が増えた

子育てに経費がかかる

社会的な仕組みが整っていない

性別にみる「出生率低下の原因についての考え方」

男性 女性
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問１９

女性
男性

女性
男性

H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　回答の多かった項目をみると、「子育てに経費がかかる」の割合は減少し、「社会的な仕組みが整って
いない」「結婚しない人が増えた」が増加している。

3.3%

0.6%

6.8%

0.7%

6.2%

9.0%

5.1%

10.2%

9.7%

16.1%

17.7%

14.5%

2.7%

1.5%

6.4%

1.7%

7.9%

5.5%

8.6%

10.1%

8.7%

16.4%

16.8%

13.9%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

無回答

その他

子育てへの不安

住宅事情が悪い

十分手をかけて育てたい

女性の負担が大きい

子育てが面倒

結婚年齢の上昇

仕事や余暇等を充実

結婚しない人が増えた

子育てに経費がかかる

社会的な仕組みが整っていない

性別にみる「出生率低下の原因についての考え方」

男性 女性
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問２０ 子どもを生み育てやすい社会にするためには、どのようなことが重要だと思いますか。
（あてはまるものに２つまで○）

　回答として多い順に「経済的支援」（男性20.3％、女性26.3％）、「保育事業の充実」（男性19.9％、女性
23.8％）があげられ、「再雇用制度の整備」（男性16.7％、女性13.9％）、「育児休業・時短勤務の整備」
（男性17.7％、女性13.9％）、「男性の育児参加」（男性14.3％、女性12.1％）が続く。

3.5%

1.6%

0.9%

26.3%

11.6%

13.9%

6.3%

23.8%

12.1%

2.7%

2.3%

0.8%

20.3%

17.7%

16.7%

5.3%

19.9%

14.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

無回答

その他

女性が社会進出しない

経済的支援

育児休業・時短勤務の整備

再雇用制度の整備

子育て支援の整備

保育事業の充実

男性の育児参加

子どもを生み育てやすい社会にするための重要事項

女 男
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問２０ H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　回答の多かった項目に変化はみられないが、「経済的支援」の割合は減少し、「男性の育児参加」が
大きく増加している。

4.5%

1.0%

4.7%

32.3%

12.0%

15.3%

6.9%

16.6%

6.7%

5.2%

0.6%

1.4%

26.2%

17.9%

18.8%

3.8%

18.1%

8.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

無回答

その他

女性が社会進出しない

経済的支援

育児休業制度整備

再雇用制度の整備

子育て支援の整備

保育事業の充実

男性の育児参加

子どもを生み育てやすい社会にするための重要事項

女 男
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問２１ あなたが自分の老後に不安を感じるのはどのようなことですか。
（あてはまるものに３つまで○）

無回答
その他

無回答
その他

　回答として多い順に「介護が必要になったとき」（男性26.8％、女性28.7％）、「健康のこと」（男性
21.0％、女性20.2％）があげられ、「生活費のこと」（男性18.2％、女性21.2％）が続く。

0.7%

0.9%

1.3%

1.8%

2.1%

20.2%

21.2%

1.9%

0.7%

28.7%

4.2%

11.0%

5.3%

1.1%

0.8%

1.8%

2.4%

2.2%

21.0%

18.2%

1.8%

1.2%

26.8%

2.9%

12.5%

7.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

無回答

その他

考えていない

特に感じていない

住居のこと

健康のこと

生活費のこと

趣味がない

友人・仲間とのつきあい

介護が必要になったとき

孤独

先立たれた後の生活

仕事がない

老後に不安を感じる事

男性 女性
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問２１

無回答
その他

無回答
その他

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度から大きな変化はなく、ほぼ同様の結果となった。

H18年度アンケート結果

3.8%

1.0%

0.7%

1.9%

1.9%

20.1%

18.2%

1.4%

0.6%

28.5%

3.9%

11.6%

6.7%

2.2%

0.7%

1.1%

2.3%

0.7%

21.7%

17.9%

2.1%

1.0%

25.0%

4.9%

11.1%

9.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

無回答

その他

考えていない

特に感じていない

住居のこと

健康のこと

生活費のこと

趣味がない

友人・仲間とのつきあい

介護が必要になったとき

孤独

先立たれた後の生活

仕事がない

老後に不安を感じる事

男性 女性
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問２２ もし日常生活が不自由になったとき、身の回りの世話はどなたにしてもらいたいと思いますか。
（あてはまるものに２つまで○）

女性
男性

　男女とも「配偶者」「施設に入る」「ホームヘルパー」ちう回答が多い。そのうち男性では「配偶者」と答
えた人が女性とくらべ多く、女性は「ホームヘルパー」が多かった。
また、「息子」に男女差はあまりみられないが、女性は「娘」に世話をしてもらうことを望む傾向がある。

0.9%

2.4%

0.5%

23.4%

28.7%

0.9%

1.7%

14.2%

3.9%

23.5%

2.5%

2.5%

0.6%

17.6%

27.2%

0.8%

1.2%

7.9%

4.5%

35.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答

その他

友人・知人

ヘルパー

施設に入る

親戚

息子の妻

娘

息子

配偶者

性別ににみる日常生活が不自由になったときの介助者の希望

男性 女性
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問２２

女性
男性

H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度から大きな変化はなく、ほぼ同様の結果となった。

3.4%

2.2%

0.4%

20.6%

22.4%

0.7%

3.2%

18.3%

3.9%

24.8%

3.4%

1.6%

0.4%

13.9%

17.7%

1.2%

4.0%

10.9%

5.4%

41.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

無回答

その他

友人・知人

ヘルパー

施設に入る

親戚

息子の妻

娘

息子

配偶者

性別ににみる日常生活が不自由になったときの介助者の希望

男性 女性
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問２３

男性

　「社会制度を利用したほうがよい」（男性37.2％、女性43.2％）、「男性も介護」（男性33.5％、女性
35.1％）という回答が多い。

寝たきりになったお年寄りなどの介護は、女性が主たる担い手となるケースが多いですが、あ
なたはこのことについてどう思いますか。
（あてはまるものに２つまで○）

1.3%

2.1%

1.2%

0.4%

43.2%

35.1%

5.2%

11.4%

2.2%

3.5%

1.5%

0.9%

37.2%

33.5%

6.5%

14.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

無回答

分からない

その他

女性の役割

社会制度を利用した方がよい

男性も介護

女性に負担集中はやむを得ない

女性が介護

介護の担い手が女性となるケースが多いことについて

男性 女性
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問２３

男性

≪平成１８年度との比較≫

　「社会制度を利用したほうがよい」「男性も介護」という回答の増加に加え、「女性が介護」という回答は
減少していることから、女性の負担を軽減する考え方が進んでいる。

H18年度アンケート結果

3.1%

1.1%

1.2%

2.4%

36.9%

33.0%

7.0%

15.2%

3.5%

2.8%

0.2%

2.7%

33.8%

29.1%

5.7%

22.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答

分からない

その他

女性の役割

社会制度を利用した方がよい

男性も介護

女性に負担集中はやむを得ない

女性が介護

介護の担い手が女性となるケースが多いことについて

男性 女性
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５　性・暴力と人権について

問２４ あなたは、人権が侵害されていると感じるのは、どのようなことですか。
（Ａ～Ｉのそれぞれについて、１～５の１つに○）

男性

女性
男性

　「人権侵害だと思う」と「ある程度人権侵害だと思う」をあわせると、多くの項目で7割を超える。
一方で、低いのは「ポルノ映画・ポルノビデオ・雑誌等の性の商品化」、「マスメディアの内容とは無関係
の裸や下着姿、身体の一部の誇張等の性表現」の2項目となった。

26.7%

25.7%

62.3%

59.8%

75.7%

76.3%

70.1%

56.6%

86.6%

27.9%

25.9%

20.4%

25.9%

12.5%

11.7%

19.4%

16.2%

2.1%

17.6%

20.2%

3.9%

3.4%

1.3%

1.6%

0.9%

7.2%

0.5%

4.6%

6.4%

0.8%

0.5%

0.4%

0.4%

0.4%

3.9%

0.1%

14.3%

13.3%

4.2%

2.4%

1.9%

1.6%

1.5%

6.8%

2.8%

9.0%

8.4%

8.4%

8.0%

8.2%

8.4%

7.6%

9.2%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

マスメディアの内容とは無関係の裸や下着姿、

体の一部の誇張等の性表現

ポルノ映画・ポルノビデオ・

雑誌等の性の商品化

夫婦間における一方的な性の強要

夫・妻・恋人からのことばの暴力

夫・妻恋人からの身体への暴力

ストーカーなどのつきまとい行為

職場・学校内等でのｾｸｼｬﾙ・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ

売春・買春・援助交際

レイプ・痴漢などの性犯罪

人権を侵害されていると感じる事

人権侵害だと思う ある程度人権侵害だと思う あまり人権侵害とは思わない

全く人権侵害と思わない 分からない 無回答
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問２４

男性

女性
男性

H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　「夫・妻・恋人からの身体への暴力」、「夫・妻・恋人からのことばの暴力」といった、夫婦や恋人間にお
ける人権侵害の考え方が大きく増加している。

24.4%

24.2%

37.2%

45.8%

65.9%

70.9%

63.6%

49.9%

81.9%

29.4%

26.2%

30.7%

32.5%

16.5%

12.9%

19.3%

14.5%

3.9%

16.6%

18.3%

7.9%

5.0%

1.2%

1.2%

1.2%

7.6%

2.9%

4.0%

1.2%

0.0%

0.1%

0.3%

0.3%

2.6%

12.5%

13.0%

9.2%

4.0%

2.4%

1.7%

1.7%

11.2%

2.0%

14.2%

14.2%

13.8%

12.8%

13.8%

13.0%

13.8%

14.2%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

マスメディアの内容とは無関係の裸や下着姿、

体の一部の誇張等の性表現

ポルノ映画・ポルノビデオ・

雑誌等の性の商品化

夫婦間における一方的な性の強要

夫・妻・恋人からのことばの暴力

夫・妻恋人からの身体への暴力

ストーカーなどのつきまとい行為

職場・学校内等でのｾｸｼｬﾙ・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ

売春・買春・援助交際

レイプ・痴漢などの性犯罪

人権を侵害されていると感じる事

人権侵害だと思う ある程度人権侵害だと思う あまり人権侵害とは思わない

全く人権侵害と思わない 分からない 無回答
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　「無回答」（男性34.2％、女性17.1％）、「ことばの暴力を」（男性18.4％、女性20.1％）、「怒鳴られた」（男
性15.3％、女性18.7％）の順に多い。なお、「されていない」という項目がないため、「無回答」のなかには
このような暴力行為をされたことがない人も含まれていると思われる。

問２５ あなたはこれまで配偶者（事実婚や離別・死別を含む）や恋人などのパートナーから、次のよ
うな行為をされたことがありますか。（あてはまるものすべてに○）

17.1%

1.6%

4.8%

10.4%

18.7%

2.1%

1.9%

0.5%

3.2%

7.8%

20.1%

11.8%

34.2%

3.6%

2.0%

4.6%

15.3%

6.1%

9.7%

0.5%

0.5%

1.0%

18.4%

4.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答

その他

経済的抑圧

物を投げられた

怒鳴られた

電話・郵便物のチェック

無視

雑誌・ビデオ強要

避妊不協力

性的行為の強要

ことばの暴力

身体的暴力

パートナーからの暴力行為の経験

男 女
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≪平成１８年度との比較≫

　多くの項目で、暴力行為をされた割合が増加した。なかでも「ことばの暴力」「怒鳴られた」といった回
答の増加が目立つ。

問２５ H18年度アンケート結果

40.9%

1.1%

3.5%

7.3%

14.0%

2.7%

2.4%

0.8%

1.9%

7.0%

12.8%

5.7%

67.4%

0.9%

0.3%

4.0%

5.2%

4.2%

3.6%

0.0%

0.9%

0.6%

10.4%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

無回答

その他

経済的抑圧

物を投げられた

怒鳴られた

電話・郵便物のチェック

無視

雑誌・ビデオ強要

避妊不協力

性的行為の強要

ことばの暴力

身体的暴力

パートナーからの暴力行為の経験

男 女

57



問２６ そのことについて、誰かに打ち明けたり相談したりしましたか。（１つに○）

問２７－1 どこ（誰）に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○）

無回答
その他

無視

　男性では、「その他」（37.5％）、「家族」（33.3％）、「無回答」（25.0％）の順。
　女性では、「家族」と「友人・知人」が（43.3％）となっている。

　「相談した」という回答は全体で約2割と少ないことがわかる。

29.7%

8.5%

20.4%

36.3%

38.7%

37.3%

34.1%

52.8%

42.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

相談の有無について

相談した 相談しなかった 無回答

1.7%

1.7%

0.0%

5.0%

3.3%

1.7%

43.3%

43.3%

25.0%

37.5%

0.0%

0.0%

4.2%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

無回答

その他

医師

民間の相談窓口

警察

公的機関

友人・知人

家族

性別にみる「暴力行為の連絡先」

男 女
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問２６

問２７－1

無回答
その他

無視

≪平成１８年度との比較≫

　今回の結果では、男性は「友人・知人」（0.0％）という結果になっている。

H18年度アンケート結果

H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度と同様に「相談した」という回答は少ない。

30.1%

17.7%

26.6%

66.7%

80.6%

70.6%

3.2%

1.6%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

相談の有無について

相談した 相談しなかった 無回答

1.6%

0.0%

5.0%

1.6%

0.0%

1.6%

43.3%

46.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.7%

38.5%

53.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

その他

医師

民間の相談窓口

警察

公的機関

友人・知人

家族

性別にみる「暴力行為の連絡先」

男 女
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問２７－２ 相談しなかったのはなぜですか。（あてはまるものすべてに○）

男性
全体

無回
その他
医師

警察

家族

無回
その他
医師

警察

家族

　男女ともには、「無回答」（男性38.0％、女性36.6％）が1番多く、次いで男性は「相談するほどではない
と思った」（13.9％）、「自分も悪い所があると思った」（11.8％）、女性では「自分が我慢すればいいと思っ
た」（14.6％）続く。

36.6%

0.5%

9.8%

8.8%

4.9%

4.4%

6.3%

14.6%

8.3%

1.5%

4.4%

38.0%

1.6%

13.9%

11.8%

4.8%

0.5%

4.8%

9.6%

9.1%

1.1%

4.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答

その他

相談するほどではないと思った

自分にも悪いところがあると思った

思い浮かばなかった

相談することが恥ずかしかった

大げさにしたくなかった

自分が我慢すればいいと思った

相談しても無駄だと思った

ばれるのが怖かった

相談先がわからなかった

暴力行為について相談しなかった理由

男 女
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問２７－２

男性
全体

無回
その他
医師

警察

家族

無回
その他
医師

警察

家族

H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　男性の「相談するほどではないと思った」「自分も悪い所があると思った」、女性の「相談することが恥
ずかしかった」が大きく減少し、「無回答」が増加した。

1.5%

1.8%

16.2%

10.7%

3.0%

25.7%

6.6%

14.4%

10.7%

7.3%

2.2%

2.2%

0.0%

33.3%

23.7%

6.5%

2.2%

5.4%

12.9%

9.7%

1.1%

3.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

無回答

その他

相談するほどではないと思った

自分にも悪いところがあると思った

思い浮かばなかった

相談することが恥ずかしかった

大げさにしたくなかった

自分が我慢すればいいと思った

相談しても無駄だと思った

ばれるのが怖かった

相談先がわからなかった

暴力行為について相談しなかった理由

男 女
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６　地域・社会活動について

問２８ あなたは、つぎのような地域や社会での活動に参加していますか。

無回
その他

　「自治会や町内会など地域活動」（男性28.6％、女性22.8％）、「趣味・教養・スポーツなどのサークル
活動」（男性16.4％、女性20.0％）の順。
　「参加していない」という回答も20％にのぼる。

3.6%

19.7%

0.2%

1.0%

20.0%

7.4%

0.7%

1.2%

8.8%

14.7%

22.8%

4.1%

21.0%

0.7%

2.4%

16.4%

5.0%

1.7%

0.5%

11.4%

8.1%

28.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

無回答

参加していない

その他

行政への参画や政治にかかわること

趣味・教養・スポーツなどのサークル活動

自然保護・リサイクルに関する活動

国際協力・交流に関する運動

消費生活に関する運動

ボランティア活動

PTAや子供会役員・委員

自治会や町内会など地域活動

地域や社会活動の参加について

男 女
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【問２８で「１０ 参加していない」とお答えの方におたずねします。】

無回
その他

問２９ 　あなたが、地域や社会活動に参加していない理由は何ですか。
（複数ある場合は３つまで○）

　「忙しくて時間的余裕がない」（男性22.1％、女性24.7％）のほか、「興味がもてるものがない」（男性
12.6％、女性10.0％）、「関心がない」（男性15.8％、女性9.6％）、「組織活動が苦手」（男性13.0％、女性
13.7％）という回答も多い。

24.4%

3.7%

9.6%

9.2%

13.7%

10.0%

4.1%

0.7%

24.7%

21.4%

4.6%

15.8%

7.0%

13.0%

12.6%

3.2%

0.4%

22.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

無回答

その他

関心がない

活動情報の探し方がわからない

組織活動が苦手

興味の持てるものがない

介護が必要な高齢者・病人がいる

家族の理解・協力が得られない

忙しくて時間的余裕がない

地域や社会の活動に参加していない理由

男 女
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問３０ あなたは、今後地域や社会の活動に参加したいと思いますか。（１つに○）

　「積極的に参加したい」（男性6.8％、女性4.3％）と「機会があれば参加したい」（男性47.6％、女性
47.9％）をあわせると50％を超えるのに対して、「あまり参加したくない」（男性16.8％、女性20.7％）と「参
加したいと思わない」（男性9.7％、女性9.0％）をあわせて約3割にのぼる。

18.1%

9.0%

20.7%

47.9%

4.3%

19.2%

9.7%

16.8%

47.6%

6.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

参加したいと思わない

あまり参加したくない

機会があれば参加したい

積極的に参加したい

今後地域や社会活動に参加したいと思いますか

男 女
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問３１ 男女が協力して家庭生活や社会活動・地域活動へ積極的に参加していくためには、どのよう
なことが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○）

　男女ともに、「家族のコミュニケーションをはかる」（男性23.3％、女性20.6％）の回答が1番多く、続いて
「男性自身の抵抗感をなくす」（男性14.1％、女性15.1％）、「仕事以外の時間を多く持てるようにする」
（男性14.2％、女性12.6％）の回答が多くなっています。

6.7%

0.6%

1.4%

6.5%

8.4%

12.6%

12.0%

9.5%

20.6%

6.8%

15.1%

6.9%

1.1%

2.3%

6.7%

6.7%

14.2%

11.8%

8.0%

23.3%

4.9%

14.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

無回答

その他

必要ない

ネットワークづくりを進める

男性の家事参加の啓発・情報提供

仕事以外の時間を多く持てるようにする

男性の家事参加の評価を高める

まわりの人が夫婦の考え方を尊重

家族のコミュニケーションをはかる

女性の抵抗感をなくす

男性自身の抵抗感をなくす

男女が協力して家庭生活・社会活動・地域活動へ参加するために必要な事

男 女
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７　行政に期待すること

問３２ あなたは、次の分野で男女は平等になっていると思いますか。
（Ａ～Ｈのそれぞれについて、１～６の１つに○）

男性

Ｈ．　社会全体

Ｇ．　社会通念、慣習・しきたりなど

Ｆ．法律や制度

Ｅ．　地域活動の場

Ｄ．　政治の場

Ｃ．　学校教育の場

Ｂ．　職場

Ａ．　家庭生活

　男女ともに、「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇されている」をあわせた割合が
過半数を占める項目は、「職場」（男性56.7％、女性59.3％）、「政治の場」（男性62.6％、女性70.7％）、
「社会通念、習慣・しきたりなど」（男性62.4％、女性62.4％）、「社会全体」（男性59.2％、女性68.0％）で
ある。
「女性が優遇されている」と「どちらかといえば女性が優遇されている」では、すべての項目で10％に満
たない。

9.5%

18.3%

6.8%

7.0%

25.3%

1.8%

17.5%

10.1%

49.7%

44.1%

23.2%

26.2%

37.3%

9.5%

39.2%

32.8%

15.7%

15.5%

39.6%

35.9%

16.7%

62.1%

23.2%

35.2%

3.0%

1.6%

4.9%

5.9%

1.4%

2.1%

0.3%

4.4%

0.5%

0.8%

1.9%

1.6%

0.6%

0.9%

2.7%

2.2%

12.7%

10.6%

13.7%

13.5%

12.0%

20.8%

10.2%

8.7%

8.9%

9.0%

9.8%

9.7%

6.7%

2.8%

6.9%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ． 社会全体

Ｇ． 社会通念、慣習・しきたりなど

Ｆ．法律や制度

Ｅ． 地域活動の場

Ｄ． 政治の場

Ｃ． 学校教育の場

Ｂ． 職場

Ａ． 家庭生活

各分野での男女平等感（男性）

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性が優遇されている

女性の方が優遇されている 分からない

無回答

22.3%

25.1%

17.4%

15.0%

34.8%

4.7%

24.3%

17.4%

45.7%

41.5%

26.4%

28.7%

35.9%

12.3%

35.0%

35.8%

10.4%

7.7%

21.1%

22.4%

6.8%

46.3%

15.2%

26.7%

1.1%

1.4%

2.1%

3.0%

0.8%

1.6%

1.9%

1.9%

0.3%

0.3%

1.3%

1.1%

0.8%

0.3%

0.5%

2.2%

9.6%

13.4%

20.1%

18.9%

10.7%

21.1%

11.0%

7.7%

10.6%

10.7%

11.6%

10.9%

10.1%

13.7%

12.0%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ． 社会全体

Ｇ． 社会通念、慣習・しきたりなど

Ｆ．法律や制度

Ｅ． 地域活動の場

Ｄ． 政治の場

Ｃ． 学校教育の場

Ｂ． 職場

Ａ． 家庭生活

各分野での男女平等感（女性）

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性が優遇されている

女性の方が優遇されている 分からない

無回答
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問３２

男性

Ｈ．　社会全体

Ｇ．　社会通念、慣習・しきたりなど

Ｆ．法律や制度

Ｅ．　地域活動の場

Ｄ．　政治の場

Ｃ．　学校教育の場

Ｂ．　職場

Ａ．　家庭生活

H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度から大きな変化はなく、ほぼ同様の結果となった。

14.1%

18.7%

9.5%

10.6%

21.2%

3.9%

19.8%

12.7%

43.1%

43.1%

21.6%

28.3%

30.7%

7.8%

38.9%

35.3%

14.1%

9.5%

34.3%

31.1%

17.7%

48.1%

13.8%

27.6%

3.2%

3.2%

4.9%

3.2%

3.2%

3.9%

4.9%

4.9%

2.1%

1.1%

3.2%

1.8%

1.8%

0.4%

1.4%

1.8%

10.6%

10.2%

12.7%

11.0%

12.0%

21.9%

8.8%

7.8%

12.7%

14.1%

13.8%

14.1%

13.4%

14.1%

12.4%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ． 社会全体

Ｇ． 社会通念、慣習・しきたりなど

Ｆ．法律や制度

Ｅ． 地域活動の場

Ｄ． 政治の場

Ｃ． 学校教育の場

Ｂ． 職場

Ａ． 家庭生活

各分野での男女平等感（男性）

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性が優遇されている

女性の方が優遇されている 分からない

無回答

20.7%

28.2%

15.2%

14.5%

27.7%

3.4%

28.0%

16.4%

48.7%

40.5%

29.6%

35.9%

33.7%

11.6%

34.2%

36.4%

9.6%

7.7%

19.3%

16.6%

10.4%

47.2%

10.6%

23.6%

1.4%

0.5%

2.2%

3.9%

0.7%

2.4%

2.4%

4.3%

0.5%

0.2%

0.7%

1.2%

0.2%

0.5%

0.5%

0.7%

7.7%

9.9%

19.8%

14.7%

14.2%

19.5%

10.6%

5.8%

11.3%

13.0%

13.3%

13.3%

13.0%

15.4%

13.7%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ． 社会全体

Ｇ． 社会通念、慣習・しきたりなど

Ｆ．法律や制度

Ｅ． 地域活動の場

Ｄ． 政治の場

Ｃ． 学校教育の場

Ｂ． 職場

Ａ． 家庭生活

各分野での男女平等感（女性）

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性が優遇されている

女性の方が優遇されている 分からない

無回答

67



問３３ 女性の登用を計画的に進めていくことをポジティブ・アクション（積極的改善措置）といいます。
このような取り組みを行うことについて、あなたはどう思いますか。（１つに○）

　全体でみると、「賛成する」（41.0％）と「どちらかといえば賛成」（35.9％）をあわせると7割を超えている
のに対し、「反対」（0.7％）、「どちらかといえば反対」（2.1％）との否定的な回答はごく少数で、肯定的な
回答が多くなっている。

41.4%

40.7%

41.0%

34.0%

37.9%

35.9%

1.6%

2.7%

2.1%

0.5%

0.8%

0.7%

16.4%

12.2%

14.3%

6.1%

5.7%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女

男

全体

「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」についての考え

方

賛成する どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対する どちらともいえない 無回答
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問３３ H18年度アンケート結果

≪平成１８年度との比較≫

　「賛成する」と「どちらかといえば賛成」をあわせた肯定的な回答は、平成18年度（66.2％）から
（76.9％）と大幅に増加し、否定的な回答は、平成18年度（5.4％）から（2.9％）と減少していることから、
ポジティブ・アクションに対する意識は、肯定的に推移している。

38.6%

34.6%

37.0%

30.4%

27.6%

29.2%

1.7%

6.7%

3.7%

0.7%

3.2%

1.7%

15.4%

14.1%

14.9%

13.3%

13.8%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女

男

全体

「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」についての考え

方

賛成する どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対する どちらともいえない 無回答
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女
男
全体

40.5%

37.2%

44.4%

44.1%

35.6%

38.7%

29.1%

47.7%

37.5%

33.9%

42.2%

32.3%

2.5%

7.0%

8.3%

1.7%

6.5%

10.1%

7.0%

8.3%

15.3%

22.2%

19.4%

17.7%

1.2%

1.4%

5.1%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

賛成する どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対する どちらともいえない 無回答

15.7%

39.6%

45.3%

46.0%

42.6%

51.7%

17.9%

38.5%

26.7%

38.1%

31.9%

31.0%

4.3%

1.1%

1.3%

1.6%

2.1%

1.4%

1.1%

1.3%

44.3%

14.3%

20.0%

12.7%

21.3%

10.3%

16.4%

5.5%

5.3%

1.6%

2.1%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

賛成する どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対する どちらともいえない 無回答
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女
男
全体

H18年度アンケート結果

28.4%

28.4%

34.2%

45.9%

41.7%

53.3%

17.9%

31.3%

30.1%

32.4%

33.3%

20.0%

4.5%

6.0%

11.0%

2.7%

12.5%

1.5%

4.5%

6.8%

10.4%

16.4%

13.7%

13.6%

12.5%

26.7%

37.3%

13.4%

4.1%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

男性

賛成する どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対する どちらともいえない 無回答

20.5%

28.6%

45.6%

50.0%

47.5%

54.1%

26.5%

31.9%

38.0%

28.8%

28.8%

24.3%

2.2%

1.3%

3.0%

1.7%

2.7%

1.5%

5.4%

14.5%

22.0%

10.1%

12.1%

20.3%

10.3%

38.6%

15.4%

5.1%

4.5%

1.7%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０代以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

女性

賛成する どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対する どちらともいえない 無回答
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問３４

女性

　「介護事業の充実」（男性11.9％、女性11.1％）の回答が1番多く、続いて「保育事業の充実」（男性
10.8％、女性11.7％）、「再就業や起業に対する支援」（男性12.8％、女性9.6％）、「男性が家事・育児・介
護・地域活動に参加しやすい環境整備」（男性11.0％、女性10.3％）の回答が多くなっている。

　「男女共同参画社会」を形成していくため、今後、行政はどのようなことに力をいれていくべ
きだと思いますか。（あてはまるものすべてに○）

1.1%

2.1%

1.5%

0.7%

9.0%

6.4%

4.7%

10.3%

2.5%

7.4%

11.1%

11.7%

9.6%

7.9%

5.3%

8.7%

0.9%

1.8%

0.9%

0.1%

10.4%

5.9%

5.8%

11.0%

3.2%

6.5%

11.9%

10.8%

12.8%

5.8%

4.5%

7.6%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

無回答

わからない

特にない

その他

企業・事業所表彰

関係する法律や制度周知徹底

DV被害者救済システムの調整

男性が参加しやすい環境整備

相談事業の充実

男女平等教育の推進

介護事業の充実

保育事業の充実

再就業や起業に対する支援

リーダー養成

女性参画の推進

啓発事業の充実

「男女共同参画社会」形成のために行政が力を入れるべきこと

男 女
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問３４

女性

≪平成１８年度との比較≫

　平成18年度には、「再就業や起業に対する支援」（男性8.2％、女性12.6％）、「男性が家事・育児・介
護・地域活動に参加しやすい環境整備」（男性10.3％、女性13.1％）といった男女差の大きい項目が見
受けられたが、今回はそういった項目は少なく、性別による意識の違いは小さくなっていると考えられ
る。

H18年度アンケート結果
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0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

無回答

わからない

特にない

その他

企業・事業所表彰

関係する法律や制度周知徹底

DV被害者救済システムの調整

男性が参加しやすい環境整備

相談事業の充実

男女平等教育の推進

介護事業の充実

保育事業の充実

再就業や起業に対する支援

リーダー養成

女性参画の推進

啓発事業の充実

「男女共同参画社会」形成のために行政が力を入れるべきこと

男 女
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